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英国金融政策（2022年11月）
利上げ幅を0.75%ポイントへ拡大

1/1

2022年11月4日

市場の利上げ織り込みは過度とのBOEの見解でポンドは大幅に下落

BOE（イングランド銀行）は11月3日（現地、以下同様）、市場予想通り政策金利を2.25％から3％へ

引き上げることを発表しました。BOEは昨年12月に利上げに転じ、今回で8回連続の利上げになりますが、

利上げ幅を段階的に拡大しており、今回の0.75％ポイントは1989年10月以来の大きさです。また、BOE

は保有する国債の売却を11月1日に開始しており、量的引き締めも強化しています。

利上げ幅拡大の最大の理由はインフレ率の顕著な上振れです。9月の消費者物価指数は総合で前年同月

比10.1％と3カ月連続で10%前後、食品・エネルギー等を除くコアでも同6.5％と、何れもBOEの目標値

の2％を大幅に上回っています。しかし、政府による光熱費抑制策、エネルギー価格の上昇一巡、予想さ

れる当面の景気後退等により、消費者物価指数は総合で2023年10-12月期に前年同期比5.2%、2024年

10-12月期には同1.4%へ急速に伸びが鈍化すると、BOEは想定しています。これは政策金利が2023年中

のピーク時に5%を上回るとの最近の市場の織り込みを前提としたものですが、政策金利が今回の利上げ

後の3%で不変とした場合でも、消費者物価指数は2024年10-12月期に同2.2%と、目標値の2％をやや上

回る程度にまで伸びが鈍化するとの想定であり、声明文では追加利上げの必要性を指摘しつつも、市場が

織り込むより利上げの到達点は低いと記しています。これを受けて、ポンドは対米ドルで大幅に下落して

います。なお、当社は次回12月の0.5%ポイントの追加利上げで、利上げ打ち止めと予想しています。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は決定日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（前年同月比、％） （％） （米ドル／ポンド）（2000年1月～2022年9月） （2020年初～2022年11月3日）
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